
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和３年３月１７日（水）発行  

 

 ２月２８日（日）に、周防の森ロッジにおいて第７回講座「ロッジ清掃・レクリエーション研修」を

実施しました。この講座は、お世話になった周防の森ロッジの清掃を行い、ボランティア活動への意欲

を高める事や、キャンプファイヤーの時に行われるスタンツをつくる事を通して、仲間との絆を深め、

リーダーとしての資質を向上させる事を目的として行いました。また、中学生リーダー養成講座（１３

名）、光ジュニアクラブ中学生（１１名）、高校生（６名）の参加がありました。 

松の葉をがんざきで集めています 

ボランティアへの意欲が旺盛でした 心をこめて磨いています 

１年ぶりに綺麗になりました 奥までていねいに磨いています 

大きな袋に入れて運んでいます 



 

 

 

 

・ロッジ清掃活動で私が成長できたと思うことは２つあります。１つ目は、「協力する」ことで

す。他の学校の仲間と協力するのは難しかったのですが、自分から声をかけて協力することがで

きました。２つ目は、「自分から仕事を見つけて行動する」ことです。今、自分が何をすれば良

いのか、どこを掃除すれば良いかを考えて行動することができました。 

・山を清掃して、枝や葉をもって行く時、仲間と話し合い、効率良く枝や葉を集めることができ

ました。清掃する中で、感謝の気持ちや仲間とのチーム意識をもつことが大切だという事が分か

りました。学校の清掃活動にもつなげていきたいです。 

・疲れたけど、楽しかったし、１時間過ぎるのがすごく早く、もう少しやりたかったなと思いま

した。どう作業したら効率が良いのかを考えて、班のみんなと協力できたので良かったです。 

・私は、ガードレールの清掃をしました。タワシでこすると苔がすぐ落ちて、すごくきれいにな

りました。ガードレールが、新品のようになったので、とてもやりがいを感じました。 

・班の仲間と話し合いながらスタンツをするのがとっても楽しかったです。今まであまり接点の

ない仲間とスタンツをすることがなかったので、良い学びになりました。 

・（前略）仲間の一人が進んで発表し、アイディアを出してくれたので、他の仲間もアイディア

を出してくれました。一人では難しいことも、他の仲間と協力すれば、とても良いものができる

ことが分かりました。 

・スタンツをつくるのは大変だったけど、同じ時間を使って、高校生リーダーのみなさんは、あ

そこまでできたのですごいなと思いました。最初は、沈黙が続いてしまったけど、劇を話し合う

うちに緊張感も解けて楽しみながら活動し、すごく進みました。 

 午後からは班でスタンツを考えました。１班は「クレヨンしんちゃんとドラえもんを合わせた

劇」２班は「桃太郎と現代を合わせた劇」３班は「学校あるあるの寸劇」４班は「桃太郎と鬼滅

の刃を合わせた劇」を創作しました。話の内容を工夫したり、キャラクターの工夫があったりし

ました。最後の高校生リーダーによる、「桃太郎のキャラクターが逆になった劇」の披露があ

り、ストーリーもさることながら、抜群の演技力で魅了し、大きな拍手が沸き起こりました。 

感情を込めて熱演しています 体全体で表現できています 

中学生リーダー養成講座・光ジュニアクラブ会員振り返り 


